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研究成果の概要（和文）：本研究は、「グロテスク様式」がフランス１６世紀前半の文学において果たした役割
を、架空譚の読解を通して明らかにするものである。研究代表者は、フランソワ一世の文化政策をはじめとした
政治的動向が、同時代の宗教事情と絡み合って、どのように文芸作品に反映されているかを検討した。その結果
を踏まえて、グロテスク様式に特徴的な怪物等の異形のものを、造形芸術と文学双方の理論に基づいて比較を行
った。

研究成果の概要（英文）：This research examines the role of the grotesque style in the "fabulous 
narrations" in the first half of the 16th century France. We analyzed the manner in which literature
 reflected contemporary cultural policy adopted by Francois I and unstable religious situation. 
Furthermore, we compared the monsters, particular to the grotesque style, and to the "fabulous 
narrations", in terms of their structure and theory.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 研究代表者は、これまでラブレー『第三の
書』および『第四の書』を対象に行った文章
技巧の分析を通して、作品の構造が当時のグ
ロテスク装飾の理論に合致することを確認
していた。また、ラブレー作品に少なからず
影響を与えた同時代の作品においても、建築
および造形芸術作品の描写や、作品構造の類
似が見られ、芸術作品の描写が花開く「マニ
エリスム文学」の隆盛期より以前に、造形芸
術作品を扱ったテキスト群が存在し、それら
が「マニエリスム文学」とは一定の相違を保
ちながら一つのジャンルを形成する可能性
があると考えていた。 
 フランス・ルネサンスのグロテスク研究は、
美術史の分野において精力的に進められて
おり、文学においてはミハイール・バフチー
ンがそのラブレー論のなかで論じているも
のの、造形芸術と文学の理論と実践を分野横
断的に論じる研究は少ない。他方で、それら
を扱ったマニエリスム文学研究は主に１６
世紀後半の作品を対象とするもので、上記の
問題意識とともに、１６世紀前半の一部の文
学作品を、マニエリスムとの連続性の中で把
握するという展望を持つに至った。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 装飾芸術のジャンルとしてイタリアでは
じまった「グロテスク様式」が、フランス１
６世紀前半の文学において果たした役割を、
ラブレー作品を中心とする架空譚の読解を
通して明らかにすることを主な目的とした。 
 
(2) フランソワ一世の文化政策をはじめとし
た政治的動向が、同時代の宗教事情と絡み合
って、どのように文芸作品に反映されている
かを、文体論を軸にして解読することを目指
した。 
 
(3) 複数のテキストを扱うための解読格子と
して、１６世紀前半に用いられていた文章技
巧理論（詩学、修辞学、論理学）のいくつか
の用語概念をまとめる。その上で、同時代の
建築・美術理論との比較を行い、共通項を洗
い出すことを試みた。 
 
(4) 日本におけるルネサンスおよびラブレー
研究史を振り返ることにより、日本とフラン
スにおけるルネサンス文学の受容の比較を
試みた。このことは、日本におけるルネサン
ス文学の普及と、フランスにおける日本のル
ネサンス文学研究の紹介に貢献することを
目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究のコーパスとなっている１６世
紀前半のテキストは、少なからず現代校訂版

で出版され、またフランス国立図書館の電子
資料プロジェクト（Gallica）やトゥール大
学の人文主義ヴァーチャル図書館(BVH)によ
り、相当数のものが電子化されている。それ
らを活用しながらも、２０１５年度はフラン
スおよびイタリアに滞在し、稀覯本、木版画
や建築・造形芸術資料の調査およびフィール
ドワークを行った。それらの資料を用いて、
本研究関連テキストの抽出、分類、読解を行
なった。 
 
(2) 国内外で行われる研究会や学会に参加
し、本研究に関連する分野の最新の研究結果
を見聞すると同時に、研究代表者が単独で行
う本研究に対して、各分野の専門家からの助
言を得た。 
 例えば、２０１５年６月にパリ・ソルボン
ヌ大学で開催された「古代・近代の編集者と
してのラブレー」、およびフランスとアメリ
カの１６世紀研究者による共同研究会に参
加し、テキストの文献学的アプローチのアッ
プデートを図ると同時に、米仏両国の研究動
向を概観した。 
 
(3) ２０１６年度より、出産・育児およびそ
の他の家庭的事情により研究代表者の研究
活動に大きく制限が課されたため、主にフィ
ールドワークに関する計画に変更を余儀な
くされた。その反面、当初より予定していた
パリ・ソルボンヌ大学名誉教授ミレイユ・ユ
ション氏の招聘事業を拡大し、研究代表者の
所属大学のみならず、関西、九州においても
講義・講演会を企画し、遂行した。その際に、
M. ユション氏とともに現地の研究者との間
で、ラブレー研究、ルネサンス文学研究、延
いてはフランス文学研究に関する活発な議
論を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) １６世紀前半の文章技巧理論における
「ファンタシア」の概念の調査と、架空譚に
おける「異形のもの（こと）」の調査を行っ
た。特に、文学においてグロテスク様式に深
く関連する怪物あるいは異形のもの（こと）
の描写を分析する手がかりとして、ラブレー
『第四の書』から「奇妙な(estrange)」とい
う語を抽出し、語の用法と概念の分析を行っ
た。ラブレーの後期作品においては、「奇妙
な」と形容されるものが、視覚の問題に絡め
られており、それらは当時の宗教問題と密接
に関係している。当時の政治宗教的問題とラ
ブレーがパピマーヌの島のエピソードで行
った巧妙な暗喩の技法については〔学会発
表〕②において発表を行った。また、同じパ
ピマーヌの島のエピソードにおける教皇の
肖像画、教皇教令集についての視覚的演出、
および初期キリスト教会の関係については
〔学会発表〕①で発表を行った。さらに、同
じく「奇妙な」と形容されるカレームプルナ



ンの描写と、愚者トリブレの描写に関する
「肖像」というジャンルと視覚の関係性につ
いては、〔図書〕②の論文集に論文を発表し
た。 
 また、「ファンタシア」の概念の総括につ
いては、フランスの研究論集に成果を発表す
ることを目指している。 
 
(2) １６世紀に発掘され、「グロテスク様式」
が流行するきっかけとなったネロの黄金宮
（ドムス・アウレア）の遺跡（イタリア・ロ
ーマ）が、２０１６年に一時的に一般公開さ
れたため、取材を行った。ガイドツアーのみ
の入場許可だったため、１週間の滞在期間中
に３度訪れ、残存する壁画装飾や建物の構造
等を撮影し、資料の収集を行った。１６世紀
人が実際に訪れることができた部位を調査
し、彼らが残したグラフィティの一部を視察
することができた。また、近年の研究で、も
ともと宮殿はシンメトリ構造になっており、
八角形の部屋は饗宴の出し物のために床が
回転する仕組みになっていたことが明らか
になり、この構造自体が直接１６世紀の架空
譚に影響を与えたわけではなくとも、古代の
建築物が１６世紀人に与えたインパクトの
大きさを推し量る重要な情報となった。 
 
(3) 本研究のコーパスとなっている作品を、
日本の一般の読者に対してより広く紹介す
ることを試みた。例えば、コーパスのいくつ
かの小品集について、初学者のための概説を
執筆し、慶應義塾大学通信教育部在籍者向け
の文学史の教科書という形で出版した。（５．
主な発表論文等〔図書〕①） 
 さらに、日本の１６世紀フランス文学研究
およびラブレー研究の歴史を紹介するため、
ラブレーの生地とされるシノン市（フラン
ス）で開催された祭典において発表を行った。
本発表では、ルネサンス文学研究者である渡
辺一夫が第二次世界大戦中に行ったラブレ
ー翻訳を扱い、現実と虚構の往来によるラブ
レーの創造性を受容した日本人の一例とし
て、ラブレー作品という虚構を翻訳時の日本
の現実へ導入する渡辺一夫の手法について
論じた。（５．主な発表論文等〔学会発表〕
①）この祭典には著名なラブレー研究者や多
分野（映画、詩、哲学、戦争学等）の専門家
が登壇しており、郷土史家や教員等を含んだ
一般の聴衆とともに活発な議論を行った。特
に、２０１７年の本祭典のテーマが「戦争」
だったこともあり、研究代表者の発表は現地
の人々の興味を引いたようだ。祭典の期間中、
地元のテレビ局France3 Centre-Val de Loire
の取材班が撮影をしており、研究代表者もイ
ンタビューを受け、研究活動についての紹介
を行った。 
 
(4) ラブレー研究の大家、フランスのパリ・
ソルボンヌ大学名誉教授であるミレイユ・ユ
ション氏を招聘し、日本各地での講演会、講

義の企画と通訳を行った。（５．主な発表論
文等〔その他〕①、②、③）③の講義は、従
来、１７世紀に文学作品の「ジャンル」が認
識されたと考えられてきたが、実際には１６
世紀の著作家達の間ですでにその意識が芽
生えており、当時彼らがどのように「書き物
のジャンル(genre d’écrire)」を捉えていたか
を明らかにした。「グロテスク様式」を文芸
作品のジャンルとして捉えようとする本研
究にとって、きわめて示唆に富む講義となっ
た。また、ラブレー『第四の書』やフランチ
ェスコ・コロンナ『ポリフィロの夢』等のテ
キストを用いた講演②において、M. ユショ
ン氏は、イメージを二重あるいは三重に重ね
るというステガノグラフィーの技法を駆使
し、建築および造形芸術といった他芸術を作
品に内在させたラブレーの手腕を明らかに
した。本研究にとっては、他芸術と文学テキ
ストとの有機的な結びつきを示す研究とし
て非常に優れたモデルとなる講演であった。 
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